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、酉 みてある記
●中日栞雁耳許I 共催

　　　　　　　　　　　 　　

●綱印西進、勢醒目聡醍鼎藷会、多度大社 1窺質

多度大社･追憶祭と酒蔵細=酒造｢上げ馬｣
受付/養老鉄道･下野代駅前 10 時 ~ 11時
コース

義煮能矧萱･ N翻せ訳…f廟蓮寺…毫鮴騨±…木も甫腹舞#繭館…糸糊I酒造 6斌観見学) …

多度槁±ぐ追団離隔陛ゆ …養老鉄箱首･多度駅 (約乍T k m ･約3 E擶華ゆ

【月ペイント】食蹟計 8 5 0年。すっきりした旨みが特徴の清酒 ｢上げ馬｣‘該 I世元産の

｢山田錦｣ とミネラルをたつふり含んた養老山系の自匁利くで仕込まれたお酒です。
【を針也1試飲 ･甘酒kかぶるまい ･#曲巽会あり、多度燎Iより ｢ネ

一羽 進呈 (籾部艮りあり)“
列車のご案内 桑名→下野代 9:46→9:56 10:08→10:18 10 :45→10:55

大垣→下野代 8:43→9:46 9:13→10:08

2 /臥B}
--中日辛雇記社、質そ彰知百 共催 ●P元酉造 ･西裏農 ･]日刻カ絮電光サミットlり

な滅幾

所酒造｢揖斐の蔵 ･ uまりたて｣
受付/養老鉄道揖斐駅前 9時3 0分 ~ 1 1時
コース

養老鉄箱首･ヰ認斐駅…みね屋く和菓子) …棚橋牛乳…ヨ軒嚇I…稀酉造 C醇現学〕…
ま認劾 1印そ勘湯…養老鋳造 ･壬醇謁駅 (約8 k m ･約2 8蹄勘

【ホイント】I葺刻 =最E流の酒緘瞬元固巍 は揖斐川“〆尤蔵氷を仕込め幼くとして便り用、三季 (秋 .冬 .春)に亘

ってお》酋を‘おる/しています。 小さなタンクでこつこつと円満込めて 1本 1 本ていねいにお報酉を造っています‘

小さな秀琶該た二からこそてきる靱索わいをお楽しメテくたさい“

【を針也】8旗欠･甘酒kかぶるまし、 1砺耐軸蓋靴の当たるお楽し‘明曲巽会あり。
列車のご案内
桑名7:47-大垣9:02着乗換905発→揖斐929 桑名&24→大垣第2着乗挨9:49発→揖斐10 13 桑名9:15→大垣1α30着乗換10:34発→揖斐10:58
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大塚酒造｢清杉公｣
受付/養老鉄道･美濃本郷駅前 9時30分~ 1 1時
コース

舞者鉄烈邁 ･美濃農鵺長田駅…村蹴碗止…瀬田恒
-騨の蔓…池一野汚窃織目≦内燃酉造 G酉副見学)…いけ喉たで}･･グリーンス

テ｣シヨめ画EB…養者鈎知萱 ;齪頴訳 (約5 k m ･約2 8幌ゆ

【ホイント〕倉勝記自治1 8行祟 揖斐“〉豊な土地め、‘う収穫された好適米 ｢ばつしも｣とを武難い山々 から湧き出る清水

て仕込まれたお“酉てす~ まれ己琶冤さんのアイテアフてお米を持ち込村錫は独自のお酉も造っています。

【そく針也1 8雄次 部酉かぶるまし、 I翫引き蕪□□脳α当たる恭楽し‘弱鎚陰あり。
列車のご案内
桑名7:47一大垣約2着乗製粉機→美濃本郷926 桑名824一大垣9:32着乗製:49発→美濃本郷10:10 桑名9第一大風解嗜乗挨瞼3税→美濃本捌055

徳川で納得参養老線休日7l′一を窓に利用下さい!

燧通お車でのご参加はお断り致します 三 三 豊纖 礬量怨霊薹
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